
2024 年 6 月 1 日

9 時 00 分から 18 時 00 分まで あり なし

主な行事等
映画鑑賞、遠足、山登り、課外プログラム、買い物体験、調理体験、創作活動
年に１回馬術大会　　年に2回避難訓練

本人支援は別途記載

家族支援 家庭での困りごとに対するサポート　　モニタリング 移行支援 学校、関係機関との連携

地域支援・地域連携 近隣の飲食店での買い物など 職員の質の向上 定期的な研修　　ミーティングによる情報共有

支援方針 発達支援を必要とするお子さんが、ご家族とともに安心して豊かな生活を送れるように支援する

営業時間 送迎実施の有無 ※要相談

支　援　内　容

事業所名 まきば 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念 動物介在療法を介した療育



・ねらい

健康状態の把握

健康の増進

　馬による、感覚統合を行う。

構造化により生活環境を整える
　個別活動および集団活動等の中で、さまざまな遊びを通して全体の状況や流れを学習できるよう環境を整える支援を行う。

　騎乗中、しかりと身体を動かし、体力の維持、および運動能力の向上を支援する。

５領域（健康・生活）とのつながりを明確化した支援プログラム

『 児童発達支援　放課後等デイサービス　まきば 』

・項目
健康・生活 ①健康状態の維持、改善

②生活のリズムや生活習慣の形成
③基本的生活スキルの獲得

・具体的な支援内容

　健康な心と体を育て自ら健康で安全な生活を作り出すことを支援する。また、健康状態の常なるチェックと必要な対応を
　行う。その際、意思表示が困難である子どもの障害の特性及び発達の過程・特性等に配慮し、小さなサインから
　心身の異変に気づけるよう、きめ細かな観察を行う。

リハビリテーションの実施
　日常生活や、社会生活を営めるよう、それぞれの子どもに適した身体的、精神的、社会的訓練を行う。

基本生活スキルの獲得
　活動の中で、整理整頓（片付け）の習慣をつけるための時間を確保する。



・ねらい

姿勢と運動・動作の基本的技能の向上

姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用

保有する感覚の活用

　ボールを使った体の動かし方や強弱の力感覚、方向感覚の習得。

　楽しく運動ができるよう、状況（屋内・屋外・広さ・安全の確保）に合わせた道具や方法を用いて支援を行う。

②姿勢と運動・動作の補助的手段の活用
③保有する感覚の総合的な活用

５領域（運動・感覚）とのつながりを明確化した支援プログラム

『 児童発達支援　放課後等デイサービス　まきば 』

・項目
運動・感覚 ①姿勢と運動・動作の向上

　できるよう支援する。

　保有する視覚、聴覚、触覚などの感覚を十分に活用できるよう、遊具や器具を使った遊びなどを通して支援を行う。　

・具体的な支援内容

　日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や、運動・動作の改善および習得、筋力の維持・強化を図る。
　個別活動の中で、椅子や机を用いた支援において正しい姿勢の習得。

　姿勢の保持や、各種の運動・動作が困難な場合、姿勢保持装置など、様々な補助用具などの補助的手段を活用してこれらが



・ねらい

感覚や認知の活用

知覚から行動への認知過程の発達

数量、大小、色等の習得

認知の偏りへの対応
　認知の特性を踏まえ、絵カードやスケジュール表などを用いて自分に入ってくる情報を適切に処理し、自ら選択して
　安全に正しく行動できるよう支援し、認知の偏りなどひとりひとりの特性に配慮する。

②空間・時間・数等の概念形成の習得
③対象や外部環境の適切な認知と適切な行動の習得

５領域（認知・行動）とのつながりを明確化した支援プログラム

『 児童発達支援　放課後等デイサービス　まきば 』

・項目
認知・行動 ①認知の発達と行動の習得

　作業を通して、数量、形の大きさ、重さ、色の違い等の習得のための支援を行う。

・具体的な支援内容

　障がい特性に応じた、視覚、聴覚、触覚などの感覚を十分に活用して必要な情報を収集しやすいよう、色、音、絵や文字
　道具を用いて、認知機能の発達を促す支援を行う。

　環境から情報を取得し、そこから必要なメッセージを選択し、行動につなげるという一連の認知過程の発達を支援する。



・ねらい

言語の形成と活用

　また、自分の考えを伝えたり人の意見を聞き入れて相手の意図を理解するなど、人との相互作用によるコミュニケーション

読み書き能力の向上のための支援

コミュニケーション機器の活用
　各種の文字、記号、絵カード、機器などのコミュニケーション手段を適切に選択、活用し、環境の理解と医師の伝達が
　円滑にできるように支援する。

　障がいの特性に応じた、読み書き能力向上のための支援を行う。

５領域（言語・コミュニケーション）とのつながりを明確化した支援プログラム

④コミュニケーション手段の選択と活用
・具体的な支援内容

　具体的な事物や体験と言葉の意味を結びつける等により、体系的な言語の習得、自発的な発生を促す支援を行う。

　能力の獲得を目指す。

『 児童発達支援　放課後等デイサービス　まきば 』

・項目
言語・コミュニケーション ①言語の形成と活用

②言語の受容及び表出
③コミュニケーションの基礎的能力の向上



・ねらい

アタッチメント（愛着行動）の形成

自己の理解とコントロールのための支援

　自分の出来る事と出来ない事など自分の行動の特徴を理解し、気持ちや感情の調整ができるように支援する。

集団への参加への支援
　個別活動からグループ活動へ順に進め、ひとりひとりの状況や状態に合わせて集団活動への参加を促す。
　集団に参加するための手段やルールを理解し、遊びや集団活動に参加できるよう支援する。

②自己の理解と行動の調整
③仲間づくりと集団への参加

５領域（人間関係・社会性）とのつながりを明確化した支援プログラム

『 児童発達支援　放課後等デイサービス　まきば 』

・項目
人間関係・社会性 ①他者との関わり（人間関係）の形成

・具体的な支援内容

　話す、聞く、触れるなどのコミュニケーションを通して、人との関係を意識し、身近な人との関係を築き、その信頼関係を
　基盤として、周囲の人と安定した関係を形成するための支援を行う。

　職員は児童生徒の特性を理解し、ひとりひとりに合わせた声掛け支援、行動支援を行い、


